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「 警,察本部敷地の歴史 |:
～ 警察本部敷地は明治以降に民地を活用 ～

資料4-3

長崎惣町絵図 (明和年間 (1764年～ 1771年))

日警察本部付近の歴史  ´

(0 江戸時代の警察本部付近は、元亀2年 (157二 年―)に大村純忠が
おこなうた6町の町割りにおける外浦町・横瀬浦町にあたるものと

考えられ、長崎の中で豊竜初に造られた町にあたるぅ

O 絵図等では公的な建物は見あたらず、理敷が密集している状況が
窺えるため、町屋があったことは確かで、場所は特定できないが、

苦雄耕牛宅がこの付源にあったとされている。

長崎版画「享和二年肥州長崎図」 (1302年)文鋪堂頼 (長崎勝山町上ノ段)よ り

覆碑 i吉雄耕牛宅跡の石碑
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H避閉4電医でもあった。多tの導
医学■をaめ協訳4じ卜_寧と「職幹
囲 を酪と、全W鳩機つたほ学生斑
880余入の冑館をし、苗霊素紅毛丼撃4
程全日に広め魅江戸の眠筆者も霞

の悟けを側き、有名なほ学nf碑体所
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